割合における児童の学習過程に関する研究 : ｢割合のイメージを生かした表象｣の効果 by 山口  潤


































































０     0.75 １   1.5 （割合） 
                 図１ 
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△     １（割合） 




























































                  







＜100 点満点中 80 点＞ 
              80％のでき 
 
 
＜50 点満点中 40 点＞ 









































































              ×0.8 
重さ０           □ 4.8 
          ×4.8      ×4.8 
 
長さ０           0.8 １  














             ÷0.6 
重さ０         1.5   □ 
 
 
長さ０         0.6   １ 
















































教 科 満 点 得 点 
国 語 １００ ８０ 
算 数 １００ ７０ 
社 会 ５０ ４０ 
理 科 ５０ ３０ 
 
英：はい、えっと、社会だと思います。わけは、
満点が 50 点で、得点が 40 点で、で、10
点しか違わないから、国語の満点が 100 点































































 第２時、150 点満点中 90 点のできを考える場
面では、図８のような数直線を作成した。 
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 ０        60      90 
 
 
 ０        100     150 
             ÷1.5   図８ 
 
150 を 100 にするために 1.5 で割るので、90











 ０       ５     ８ 
                ÷８ 
 
 
 ０             １  図９ 
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０          ８    12 
                 
 
 
 ０          １    1.5 





















問題 畑全体の面積は 250 ㎡で、その中の花
だんの面積は 45 ㎡です。花だんの面積
45 ㎡は畑全体の面積 250 ㎡の何％です
か。 
 問題場面のイメージとして、他の多くの児童
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  45         250 
      ÷250        ÷250 
 
 






















   12③ 
 ０ 12①          12② 
                
 
 
 ０ 0.15          １    
①②③は記入した順番  図 15 
 



















０        2100 
                 
 
 

















定価が 3000 円ならば、50％で 1500 円になる




















































































英：（もとにする量に 25 と書く） 
英：（右端からはみ出すように上の横線を付け
足し、下も同様にし、右端に縦線を引く） 





０          25   28 
             ÷25  ÷25 
 
 











図 19 のように右端に付け足す形でかいた。 
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  ①              
 
 
               １③ 図 20 
 
               □③ 
  ①               
 
 
               １② 図 21 
        ①②③は記入した順番 























０       42     75 
           ÷75   ÷75 
 
 





英：えっと、75 を１にするには、わる 75 をす
るから、42 も同じようにわる 75 をすれば
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０          820 
            
 
 
 ０          0.8  １   
            ÷0.8    図 23 
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